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ポイント

台風の強度予報の検証

雨量予報の検証

高潮予報の検証

• 乾燥空気の流入による発達抑制の効果
• 海面水温の低下による発達抑制の効果

• 東シナ海で速度が速かったことによる効果
• ガイダンス（数値モデルを統計的に補正する手法）が過
大な予想をした効果

• 東シナ海で速度が速く、潮位偏差のピーク時刻と満潮時
刻がずれたことによる効果等
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台風第10号の進路・強度予報
台風予報の状況
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• 台風の強度予報については、9月5日18時の予報では、九州南部に中心気圧920hPaの
勢力を維持して接近する予想だったが、6日6時の予報では、同地域接近時に935hPa
の予想に変わり、結果として特別警報の発表基準※に届かないと判断した。

• ※鹿児島県（奄美地方を除く）に中心気圧930hPa以下, 最大風速50m/s以上で上陸・接近すると予想された場合
沖縄・奄美地方については中心気圧910hPa以下, 最大風速60m/s以上

5日18時 920hPa,50m/s

6日18時 920hPa,50m/s

6日6時 925hPa,50m/s

6日18時 935hPa,45m/s

5日18時（特別警報予告）の予報 6日6時（特別警報見送り）の予報
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強度予報の検証①

乾燥空気の流入による発達抑制効果の検証

5日9時解析（実況）

台風の北西からの
乾燥空気の流入

• 台風の発達に影響する乾燥空気の流入について、可降水量（台風の持つ水蒸気量
に相当）に着目して検証した。

• 実況（解析）では台風の北西からの乾燥空気の流入が見られるが、数値予報モデ
ルの予測では十分表現されていなかった。

• このため、台風は大量の水蒸気を含んで勢力を維持する予想になっていた。

可降水量
（5日9時）

4日9時における
5日9時予想

3日21時における
5日9時予想

差分
（予想－実況）

数値予報モデルでは、実
況に比べて多量の水蒸気
を含んでいた

（mm）
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強度予報の検証②

海水温の低下による発達抑制効果の検証

差分

事後に得られた海面水温データを与え
た（黄海から東シナ海で海面水温が低
い）。日本の南で台風の位置の違いに
よる海面水温の差も含まれる。

最低気圧予測の時系列
横軸は5日9時からの予報時間、縦軸は気圧

930
935
940
945
950
955
960
965

0 6 12 18 24 30 36 42 48

数値予報モデル（GSM）による最低気圧予測

実際の予報の使用データ
（5日3時の海面水温偏差）

再現実験の使用データ
（7日3時の海面水温偏差）

差分実際の予測 再現実験

24時間後
（6日9時）

36時間後
（6日21時）

実験結果

低温域

実験に用いた海面水温データ

海面気圧

実験

実際の予測

• 海面水温の変化による強度予想への影響を検証するため、５日９時初期時刻の計算
について、通常使用する５日３時より海面水温が低下した７日３時のデータ（５日
３時より0.6～0℃低い）を用いて再現実験を行なった。

• 実験結果の方が、台風の発達が止まるのが早い予測となった。
• この影響による最低気圧の差は、最盛期では3 hPaの差であった。
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台風第10号に伴う雨量分布
雨量の状況

272.0 mm
神奈川県 相模原市
相模湖

599.0 mm
宮崎県 美郷町
神門

356.0 mm
熊本県 湯前町
湯前横谷

352.0 mm
高知県 仁淀川町
鳥形山

243.5 mm
奈良県 下北山村
下北山

218.5 mm
鹿児島県 奄美市
名瀬

237.0 mm
沖縄県 南大東村
南大東

mm

拡大図

期間降水量分布図
9月4日0時～9月7日24時

予想降水量
（5日18時～7日18時）
九州南部の多いところ
500ミリ

大雨となった地域の
広がりはなかった
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雨量予報の検証①

東シナ海で速度が速かったことによる効果－１

台風の位置 9600mの等高度線 気圧の谷

300hPa高度場の数値予報モデル（GSM)による予測値と解析値の比較
解析（実況）
6日21時

4日9時初期値の
60時間後予測
（6日21時）

• 実況（解析）では、台風は、大陸沿岸の上空の気圧の谷に沿う北向きの流れに乗っ
て加速しながら北上した。

• 予測では、上空の気圧の谷の深まり（南下）が、適切に予想されず、この谷の東側
では北向きの流れが強まらず、台風の北上が遅れる予想となっていた。

• このような台風の進行速度の遅れは、1日3時～5日9時の初期値の予測で見られた。
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雨量予報の検証①

東シナ海で速度が速かったことによる効果－２

予報①の48時間予報
における台風位置

予報②の48時間予報
における台風位置

予報① 予報②

←差分（予報②－予報①）

• 台風の進行速度が遅い予測となっていた影響を評価するため、９月５日９時を初期
値とする全球アンサンブル予報（複数予報）から、速度が速い予報①（実況に近い
進路）と、速度が遅い予報②（実際に発表した予報に近い進路）の降水量予測を比
較した。

• 速度が遅い予報②のほうが、九州付近の積算降水量が多い予測となっており、台風
の速度が遅いことが、過大な降水量予測となった一因と考えられる。
全球アンサンブル予報における各予報
の台風経路（9月5日9時初期値）
予報①：速度が速く、実況に近い
予報②：速度が遅く、実際に発表した予報に近い

積算降水量の予測結果
（9月5日9時～7日21時の60時間積算）
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降水量予測と実況の比較

9月7日18時までの24時間降水量について、数値予報モデルGSM（水平解像度20km）
による予測と実況を比較した結果、予測のほうが過大となる領域が広がっていた。

GSM 24時間平均降水量
ガイダンスの予測
（5日15時初期値、

6日18時～7日18時）

実況の24時間平均降水量
（6日18時～7日18時）

降水量予測と実況の差分

[mm] [mm] [mm]

GSM24時間平均降水量ガイダンス GSM24時間平均降水量ガイダンスと
実況24時間平均降水量の差分

雨量予報の検証②
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平均降水量ガイダンスの精度検証結果

雨量予報の検証②

ガイダンスは、100mm/24h以上でモデルより
も予測頻度が高い。予測精度は50mm/24h以下
を除いて改悪。

ガイダンスは200mm/24h以上の大雨で予測頻度の補正
が不足。100mm/24h以下で、ガイダンスはモデルの予
測頻度の過少傾向を適切に補正し、予測精度を改善。

TEST：24時間平均降水量ガイダンス
CNTL：全球数値予報モデル24時間降水量

• 降水量ガイダンス※の補正が過大であったことから、2018年～2019年の「台風事
例」と「非台風事例」別に、平均降水量ガイダンスの精度を検証した。

• 台風や発達した低気圧など、非常に湿った強い下層風や、モデル降水量予測に実況
からの大きな位置ずれがある場合には、台風以外も含むすべての事例で最適化され
た統計的手法に基づくため、降水量補正が過大となる場合がある。

※ガイダンス：数値予報の出力結果を元に、数値予報モデルの分解能より細かい地形の効果や
数値予報モデルの系統的な誤差等を主に統計的に補正する手法

台風事例
非台風事例

バイアススコア（BI）は、閾値
以上の降水を予測した回数と閾
値以上の降水を観測した回数の
比で、値が1であれば予測頻度
と観測頻度が一致すること、1
より小さければ予測頻度は観測
頻度より過小であること、1よ
り大きければ予測頻度は観測頻
度より過大であることを示す。

エクイタブルスレットスコア
(ETS)は、閾値以上の降水を予
測したときに適中した割合から
気候学的な確率で適中した頻度
を除いた値で、値が1に近いほ
ど予測精度が高いこと、値が小
さいほど予測精度が低いことを
示す。

降水量予測の検証スコア
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高潮予報と実況

高潮予報の検証

• 9月6日06時を初期値とした予測では、満潮時刻と潮位偏差（潮位から天文潮位を
差し引いた値）のピークが重なり、特に長府（山口県）では高潮警報基準を大き
く超過すると予測されていた。

• 実際観測した潮位偏差のピークは、予測時刻より3時間程度遅くなったことに加え
て、台風の影響による潮位偏差も予測より小さかったことから、予測よりも実際
に観測した潮位が低くなった。

長府（山口県）における観測値（赤線）と高潮モデルによるによる予測値（9月6日06時初期値）（緑線）
上図 潮位：東京湾平均海面を基準とした標高（cm）
下図 潮位偏差：実際の潮位と天文潮位との差（cm）

観測のピーク 予測のピーク

潮位

潮位偏差

予測値観測値

高潮警報基準

高潮注意報基準

天文潮位

観測値

予測値

実際は予測と
3時間程度の時間差

予測のピーク
観測のピーク
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まとめ

台風の強度予報の検証

雨量予報の検証

高潮予報の検証

• 台風の発達が抑えられたのは、東シナ海から台風に乾燥空気が流入
したことが要因の一つであり、また、海面水温の低下の予報への影
響については限定的であった。

• 西日本での雨量が少なかったのは、台風が速い速度で九州西海上を
北上したため、強い雨の時間が長時間続かなかったことに加え、数
値モデルを統計的に補正する手法（ガイダンス）が過大な予想をし
たためであった。

• 予測よりも実際に観測した潮位が低くなったのは、高潮のピークが
満潮の時間帯と重ならなかったことに加えて、台風の影響による潮
位偏差も予測より小さかったためであった。

本資料は速報的な検証のため、数値等は今後変わることがあります
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以下、補足資料
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6日9時

6日3時

6日15時

6日21時

7日3時

7日9時

5日21時

5日15時

5日9時

5日3時
4日21時

17.9 km/h

18.0 km/h

15.5 km/h

17.0 km/h

17.0 km/h

22.7 km/h

33.9 km/h

31.6 km/h

35.7 km/h

42.6 km/h

6日9時～7日9時
36.0 km/h

6時間毎の速報解析の位置

5日9時のFT24～48の予報

6日9時(FT24)
～7日9時(FT48)

29.2 km/h

2日前の予報
6日9時のFT00～24の予報

1日前の予報

6日9時(FT0)
～7日9時(FT24)

34.5 km/h


